
おひさしぶり !!!

忘れていたわけでは

ないのですが

２００６年５月１日，第３回技術連絡会を開催しました。

講師３名を招き，３工場（千代田・堺臨海・兵庫大阪）から１９名が集まって，１０時から１５時まで発表

と講演が行われました。

午前中は，２００５年度の品質目標実施報告ならびに社長の品質方針に基づいて設定された２００６年度の

年度目標が，品質管理責任者から発表されました。

本年度から，活動を始めた３つのワーキンググループのリーダーからも，グループの活動計画ならびに運営

方針が示されました。

新ＪＩＳ対応グループ ： ６月中に工場審査を終えるために全力を尽くす。（ 塙 リーダー）

内部監査向上グループ ： お互いに役に立つ内部監査を計画的に実施する。（岡澤リーダー）

工場間連携検討グループ ： あるべき工場を，積極的に提示していきたい。 （木下リーダー・藤野）

午後からは，原材料の中から『セメント』と『混和剤』についての講演をお願いしました。

セメントの製造 クリンカの焼成について ･･･ 住友大阪セメント株式会社
大阪支店技術センター 係長 中川 哲朗 氏

混和剤について ･･･ 株式会社ポゾリス物産大阪支店 混和剤営業部
高性能開発推進室 課長 阿合 延明 氏

講演は，プロジェクタを使用した，理解しやす

いもので，時には実験も組み入れられた充実し

た内容でした。

最後に，
３月で退職された小林正蔵技術課長（堺臨海）
と担当を替わられたポゾリス物産宮田泰生主任
に，いままでの感謝の気持ちをお伝えして，連
絡会を終了しました。

４月２８日，技術グループＨｉＲＡＣの３工場は新ＪＩＳ移行の申請を 第３回目のサーベイランス（維持審査）が，

しました。 適合性の審査（工場審査）は，千代田（5月31日）から始 ３月１３日堺臨海生コン株式会社で実施されました。

まり，堺臨海・兵庫大阪と続き，６月中旬には終了する予定です。 次回は，２００７年２月の更新審査となります。

新ＪＩＳマーク 認証機関：財団法人日本建築総合試験所 製品認証センター

混和剤の実験

新マーク表示制度の製品認証を申請

コンクリートの材料についての講演
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第３回技術連絡会を開催
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中国商務部，
天然の砂（ＨＳ番号:２５０５）を輸出規制 「正しい認識を・・・」

序 文
０．２ プロセスアプローチ （つづき）

◆ 図１の説明
図１は，ＩＳＯ９００１に定める経営の仕組み【品質マネ
ジメントシステム】を表現したものです。
この中では，ＩＳＯ９００１の４章から８章に書いた内容
を「プロセスのつながり」として図示しています。
この図の左端には「顧客」が大きく書かれています。
これはお客さん（顧客）の要望が，この仕組みの最初の段
階で，大きな意味を持っていることを表しています。
図の右端も「顧客」です。お客さんの納得【顧客満足】が
ＩＳＯ９００１の目的ですので，お客さんにどのぐらい納
得してもらえたかを調べなければ、仕組みが回りません。
ただし，図１に表したのは大きな全体の仕組みだけです。
実際には、この中にたくさんの小さな仕事の単位【プロセ
ス】があり，それぞれについて計画，実行，評価が行われ
ているのです。

平成１６年６月９日に工業標準化法が改正され、平成１７年１０月
１日からＪＩＳマーク表示制度が新しくなりました。

ＪＩＳマーク表示制度は、昭和２４年の工業標準化法制定以来５０
年以上の歴史をもち、我が国の鉱工業製品の品質向上に大きく寄与し
てきましたが、今回の改正は、制度の基本的仕組みを大幅に変更する
改正となっています。

われわれグループも新ＪＩＳマーク表示制度の適合性の審査を受け
ますが、今一度『社内規格』『品質マニュアル』を再確認し思いこみ
などによる不具合の発生を未然に防いでください。

品質マネジメントシステムの継続的改善
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図１ プロセスを基礎とした品質マネジメントシステムのモデル

『中国商務部が，資源や環境の保護を理由に，天然砂の輸出を全面的
に禁止する措置を打ち出したことが明らかになった。

中国商務省と税関総署は３月，５月１日より輸出を禁止すると発表
したが，その後，業界からの反発が多く，実施は延期となった。

日本の約２０００の砂利業者が加盟する日本砂利協会によると日本
で建設用コンクリートに使う砂の９５％以上が国内産。

輸入は数％にすぎないが，その大半が中国産のため，一部業者に影
響が出る恐れがあるという。

河砂は，建築材料として使用され，交通や水利建築にも多く使われ
ている。

河砂の主要原産地は，広東や福建で，輸出量の６５．７％は福建の
もの。

今回の天然砂の輸出禁止により，福建の輸出企業は大きな影響を受
けることが予想される。・・・』

これらの内容が共同通信を経て，報道されている。
また，ＪＥＴＲＯ（日本貿易振興機構ジェトロ）のテレビ番組「世

界は今」でもワールドトピックスとして取り上げられた。

工場としては，従来から検討してきた代替細骨材を標準化するため
の資料を早期に整理し，即時に対応できる体制を整えなければならな
い。

担当は，新ＪＩＳ対応ワーキンググループとする。

HS番号の「HS」とは ：
"Harmonized Commodity Description and Coding System"

（商品の名称および分類についての統一システム）の略です。 旧制度 : 経過措置期間は平成20年9月30日まで
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